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１. 研究目的 

昭和 40～50 年代に建設された UR都市機構の団地の再生

が喫緊の大きな課題としてある。改修は居住中に行うこ

とが好ましく、工事の発生騒音の低減が求められている。

本報は、工事用の穿孔機械、カッター機械、サンダー機

械、目荒らし機械を測定し、騒音・振動を比較した。 

 

2．測定方法 

実験はUR技術研究所の音響実験棟（3F建RC造）でスラ

ブ改修時に合わせて行った。集合住宅での改修作業騒音

は、主に固体伝搬音で伝搬するために、騒音および振動

を各室で計測した(図 1)。したがって伝搬騒音の大きさは、

コンクリート躯体への加振の程度によって違いが表れる。 

測定をした工法を表 1に示す。湿式と記したものはダイ

ヤモンド粉の付いた刃を水で冷却しながらコンクリート

を切削し穿孔する工法で、固体音の成分の比較的少ない

工法である。 

分析はデータレコーダ DA20 のデータを再生し F 特性の

音圧データを A特性に変換し、騒音レベル波形を求め、ま

た作業中の安定したデータを読んでいる。周波数分析は、

ブレーカーやハンマードリルのような衝撃音の場合には

数秒間の最大値を、また湿式コアドリルのような定常的

な音の場合は等価音圧レベルを読んでいる。 

 

 

図 1 計測システム 

 

表 1 工法一覧 
工法 型式・容量 kW 

ﾌﾞﾚｰｶｰ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ﾁｯﾊﾟｰ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ｴｱｶｯﾀｰ(円盤) ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 100V  12A(型式：DH42) 
小型ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 100V  8A 
目荒らし 100V  11A 
ｺｯﾀｰ穿孔作業（湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ） 200V  3.7kw 径 80mm 
ｻｲﾚﾝﾄｱﾝｶｰ(湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ) 200V  3.7kw 
ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 100V  12A(型式：DH42) 
小型ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 100V  8A(型式：D70745) 
ﾃﾞｨｽｸグラインダー(ｶｯﾌﾟｻﾝﾀﾞｰ) 
※以下ｶｯﾌﾟｻﾝﾀﾞｰ 

100V  1500w 

目荒らし(湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ) 200V  3.7kw 
ﾁｯﾊﾟｰ工法(目荒らし) ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ﾓﾙﾀﾙ吹き付け ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 

 

3.測定結果 

音源位置の違うパターン 1と 2を比較する。図 2に測定

位置を示す。表 2では、ブレーカー、チッパー、ハンマー

ドリルは、隣接室で 100dBA 近い騒音レベルの値となるこ

とがわかる。ただしエアカッターと小型ディスクグライ

ンダーは薄い円盤状で溝状にカットする工法のため隣接

室の騒音が 70dB 前後と小さい結果となっており、固体音

成分が少ないことが予測される。 

 

  

図 2 ﾊﾟﾀｰﾝ 1（左）ﾊﾟﾀｰﾝ 2（右）の音源・測定位置図 

 

表 2 ﾊﾟﾀｰﾝ 1 の測定結果(※太字は音源室)単位：dBA 
音源 1CH（302） 2CH（301） 3CH（202） 4CH（201）

ﾌﾞﾚｰｶｰ 111 103 109 103 
ﾁｯﾊﾟｰ 106 95 102 95 
ｴｱｶｯﾀｰ 110 73 75 71 
ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 96 89 92 88 
小型ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 104 68 69 66 
目荒らし（ﾁｯﾊﾟｰ） 88 88 97 109 
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表 3 より、パターン 2 の作業には湿式工法が 3 工法あ

り、隣接室では、ほとんどが 80dBA 以下となっている。し

かしハンマードリルに代表される乾式の工法では音源室

で 100dBA、隣接室で 90dBA 以上となっている。ただカッ

プサンダーは乾式ではあるが、ダイアモンド粉による刃

で削り取るかたちのために隣接室で 70dBA 以下となってい

る。写真 1には湿式工法による目荒らし作業および騒音・

振動測定状況を示す。 

 

表 3 ﾊﾟﾀｰﾝ 2 の測定結果(※太字は音源室)単位：dBA 
音源 1CH（101） 2CH（201） 3CH（301） 4CH（202）

ｺｯﾀｰ穿孔作業 
（湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ） 

75 94 81 80 

ｻｲﾚﾝﾄｱﾝｶｰ 
（湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ） 

70 95 75 73 

ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 90 100 97 93 
小型ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ 84 98 90 88 
ｶｯﾌﾟｻﾝﾀﾞｰ 64 91 70 69 
目荒らし 
(湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ) 

73 88 79 78 

目荒らし 
（ﾁｯﾊﾟｰ工法） 

90 100 95 91 

 

写真 1 目荒らし工法（湿式）(左)，騒音・振動測定(右)  

 

 

図 4 ﾊﾟﾀｰﾝ 3（左）ﾊﾟﾀｰﾝ 4（右）の音源・測定位置図 

 

 表 4にパターン 3の結果を示す。パターン 3は、界壁に

メッシュ鉄筋を配置して、そこにモルタルを吹き付ける

ことで構造補強をする工法で、発生騒音は小さい。 

 

表 4 ﾊﾟﾀｰﾝ 3 の測定結果 単位：dBA 
 隣接室(202) 音源 1m（201） 

ﾓﾙﾀﾙ吹付け 55～65  96 

表 5のパターン 4は、パターン 2の目荒らし工法の湿式

工法とチッパー工法を、作業位置を変えて測定したもの

である。1F の音源室 101 号室では 10dBA、201 号室では

17dBA、301 号室で 14dBA、302 号室では 15dBA の違いが見

られる。図 5 にはパターン 4 の周波数分析結果を示す。

1kHz 帯域では、加速度レベルも音圧レベルも 302 号室で

は 20dB 以上の違いがあるが、80Hz 帯域では湿式工法はピ

ークを持ち、音圧レベルに大きな違いは無くなる。 

 

表 5 ﾊﾟﾀｰﾝ 4 の測定結果(※太字は音源室)単位：dBA 
音源 1CH(101) 2CH(201) 3CH(301) 4CH(302)

目荒らし 
(湿式ｺｱﾄﾞﾘﾙ) 

89 80 75 74 

目荒らし 
（ﾁｯﾊﾟｰ工法） 

99 97 89 89 

 

 図 5 ﾊﾟﾀｰﾝ 4 の目荒らし工法の湿式とﾁｯﾊﾟｰとの比較加

速度レベル(左図)，音圧レベル(右図) 

 

4.まとめ 

躯体を打撃するハンマードリルやチッパー工法と比べ、

湿式コアドリルなどの湿式工法の方が、隣接室で 15dBA ほ

ど騒音が小さい。また乾式でもエアカッターや小型ディ

スクグラインダー、カップサンダーでは、隣接室で 70dBA

前後と小さい。 

また実際の集合住宅の床を穿孔した騒音伝搬データ 1）

によると、ハンマードリルは隣接住戸で約 80dBA、2 住戸

目では約 68dBA、湿式コアドリルでは隣接住戸で約 55dBA、

2 住戸目では約 42dBA となっており、今回の音響実験棟よ

り実際の集合住宅の方が、減衰が大きい結果が得られて

いる。 

謝辞 

本実験の一部に飛島建設の御協力を得ました。 

参考文献 

1）1）酒井 悟 他、壁式構造集合住宅におけるあと施工アンカー

穿孔騒音の伝搬性状 日本建築学会大会学術講演梗概集 A-1 

pp.1077－1080 2012.9 

0

20

40

60

80

100

120

140

31.5 63 125 250 500 1k 2k 4k

加
速

度
レ

ベ
ル

(d
B

)

周波数（Hz)

101号室 目荒らし湿式
201号室 目荒らし湿式
301号室 目荒らし湿式
302号室 目荒らし湿式
101号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
201号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
301号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
302号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ

0

20

40

60

80

100

120

140

31.5 63 125 250 500 1k 2k 4k

音
圧

レ
ベ

ル
(d

B
)

周波数（Hz)

グラフ タイトル
101号室 目荒らし湿式
201号室 目荒らし湿式
301号室 目荒らし湿式
302号室 目荒らし湿式
101号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
201号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
301号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ
302号室 目荒らしﾁｯﾊﾟｰ

―192―


